
 

[4]                ところざわ倶楽部「広場」                 

 2020 年 10 月、当時の菅首相が 2050 年までにカーボン・ニュートラルの実現を目指すと宣言し、11 月に

は所沢市藤本市長が「ゼロカーボンシティ所沢」を表明しました。これを受けて、「所沢の明日を考える市

民フォーラム」「地球環境に学ぶサークル」「所沢市民ソーラー」の３市民組織は、“所沢市民による、所沢

市民のための、所沢市民の「ゼロカーボンシティ」”実現に向けて、昨年 12 月から、世代を超えたディスカ

ッションを開始しました。 

  ◆ 2021 年 12 月 5 日（日）新所沢公民館 「ストップ！気候危

機討論集会」を開催し、世代や立場を超えた 42 名が、スピーチ＆

パネルディスカッションを行いました。学生、Z 世代、子育て世

代、シニア世代、事業者として生活クラブ役員、市議、市長、マ

チごとエコタウン推進課など、幅広い立場の方々が参加し、それ

ぞれが気候危機と「ゼロカーボン」に対する取り組みの意志を表

明し、問題の共有ができ、次回へ続く運動の起点となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球環境に学ぶサークル 中原 幹男 

～市民が動き始めた～ 

2050ゼロカーボンシティ所沢を目指して 環境問題シリーズ 第 20 章 

 

・参加した子育て世代上田マリノさんのメッセ―ジ 

 同世代のみなさんへ「年長者とつながり先人の知恵と現代の

アイデアで、この難局を乗り越えよう」 

 シニア世代のみなさんへ「ぜひ行動する若者をサポートして

ほしい」 

 

 ◆ 2022 年 4 月 10 日（日）小手指公民館

分館「“ストップ！気候危機”で所沢の未来

をみんなでつくろう市民会議準備会」を開

催し、若者世代、市民組織メンバーや、市

議、県議、衆議院議員も交え、みな個人と

して参加した 47 名が 6 グループに分か

れ、環境問題意識や取組み、今後の課題な

どをフリーに討議しました。 

 

・子育て世代上田マリノさんが作ってくれた呼びかけ 

         「所沢の未来を、所沢の環境を、所沢の人が考える日」 

 春の芽吹きを喜び、夏は蝉の声を追いかけ、秋は木の実あそび。冬の澄み渡った空を 

5 歳の娘と見上げ、この子の未来に思いを馳せる。家族と季節を楽しみ、友人と喜びを 

共有したい。こういった素朴な願いが徐々に叶えられなくなるのでは…と近頃感じています。 

危険な暑さ、集中豪雨、海外の熱波・山火事など、近ごろ何かおかしいなと想うことはありませんか？「地

球環境」というと少し大きな話に聞こえるかもしれません。でも、おうちの電気のこと、食べ物のこと、ご

みのこと、そういった日々の私たちの暮らしが、足元の行動が、地域の環境につながり、日本の環境、地球

の環境につながっています。                 【所沢市民ソーラー会報 14号から引用】 

なたは普段、環境についてどんなことを考えていますか？何か実践していることはありますか？心配なこ

と、知っていること、ぜひ教えてください。私たちが暮らす所沢にも、地球温暖化の影響について不安に感

じている人が、実はたくさんいます。 

市民一人ひとりの知恵やアイデアが、世代を越えて集まることで、解決の糸口が見つかるかもしれません。1


